画像処理機能搭載Ｘ線回診車
仕様書②
１．内訳
　　　画像処理機能搭載Ｘ線回診車
　本体　　　　　　　　１式
　　　デジタル平面検出器型画像システム　 １式

　　　バーコードリーダ　　１台

画像処理ソフト　　　１式

　　　散乱線除去グリッド　２枚

　　　RIS/PACS接続　　　　１式

　　　カセッテ（IP付き）　1式

　　その他

　　　設置調整に関わる工事一式

　　　
３．設置場所

　　１階　放射線部門または救急外来
４．仕様要件の概要

　(1)　本件調達物品に関わる性能、機能および技術等（以下「性能等」という）の満たすべき要件

（以下「技術的要件」）は別紙に示す通りである。

　(2)　技術的要件は必要最低限を示しており、入札機器の性能等がこれを満たしていない場合、落

札決定の対象から除外する。

　(3)　入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、入札機器に係る技術仕様書、
　　　その他の公告で求める提出資料の内容を審査して行う。

５．その他
　　入札機器は薬事法の承認を得た物品であること。
調達物品は、以下の技術的要件を満たしていること。
１．回診車本体
1-1　回診車本体とFPDシステムは内蔵または専用具固定等の措置により一体構造であること。
1-2　発生装置はインバータ整流方式であること。
　1-3　最高使用管電圧は130kV以上であること。
　1-4　最高使用管電流は250mA以上であること。
　1-5　電流×時間(mAs値)の設定は、最小は1mAs未満、最大は100mAs以上であること。
　1-6　内蔵バッテリーによりAC100Vに接続せずともＸ線照射が行えること。
　1-7　電動モータ補助により移動が容易であること。
　1-8　本体前側に衝突防止センサが備えてあること。
　1-9　Ｘ線管支持アームはカウンタバランス等により簡単に制止保持しうる構造であること。
　1-10 Ｘ線管支持アームはパンタグラフ方式とすること。
　1-11 Ｘ線照射スイッチは撮影時の状況を制限しないよう、取付位置より３m離れても使用できる

長さを有すること。
　1-12 FPDシステム側の制限に因らない、単独でのＸ線照射が可能であること。
２．デジタル平面検出器（FPD）型画像システム

　2-1　本システムは、品質・管理一元化の観点より、富士メディカル社製を採用していること。
　2-2　本システムはワイヤレス方式で、連続した撮影に対しても使用可能であること。
　2-3　FPDは14×17inchのサイズ１枚を備えること。
　2-4　バッテリーは本体から取り外して交換・充電が出来ること。また２個以上備えること。
　2-5　既設の放射線部門システム(RIS)、画像保管システム(PACS)と接続･連携すること。
　2-6　装置内で切り出しサイズの変更が可能であること。
３．バーコードリーダ

　3-1　病院発行のバーコードを読み取って患者の識別が行えること。
４．画像処理ソフト

　4-1　病院既存のFCRに対応したポータブル撮影用処理プロトコルを用意すること。
　4-2　必要な追加プロトコルは担当者と協議のうえ、引き渡しまでに用意すること。
　4-3　標準画像処理機能の他、周波数処理ソフト、グリッド干渉縞除去ソフトを備えること。
５．散乱線除去グリッド

　5-1　指定した仕様のグリッドについて、14×17inchを1枚備えること。
　5-2　仕様については別途担当者が指定する。
６．RIS/PACS接続

　6-1　病院より提供される院内端末に指定のRISソフトウェアをインストールし、患者情報、オー
ダ情報が取得出来るよう接続作業を行うこと。
6-2　RIS ソフトウェアライセンス、MWM(ワークリスト)取得機能、PACSへの転送保管等、本件に
関わる一切の費用は供給者側の負担とする。
　6-3　既設の無線環境での送受信が不十分と判断された場合は、ＩＴシステム管理室と協議のうえ

アクセスポイント増設等の善後策を取ること。
6-4　制御用端末は有線によってもMWM受信が出来ること。
　6-5　FPDシステムにより生成された画像とワークリストとを結び付け、DICOM規格の画像として

PACSへの保管がなされること。また参照ソフトにて問題無く参照可能とすること。
７．カセッテ（IP付き）
　7-1　IP付きカセッテ（半切りサイズ）1式を用意すること。

８．その他

　8-1　据付、調整によって生じた廃棄物は供給者が引き取り、法に従って適切に処分すること。また、それに関わる費用についても応札金額に含まれるものとする。
　8-2　障害発生時の復旧については、通報を受けてから１時間以内に現場到着または対応の連絡が可能な体制であること。
　8-3　当該製品納入後の10年間は部品の供給を確保すること。
　8-4　取り扱い説明に関する教育訓練は当院担当者と協議のうえ、指定する日時、場所で行うこと。
8-5　取扱説明書等は日本語版を２部以上提出すること。
8-6　落札から納入までに装置の仕様変更等があった場合は病院の指定する仕様で納入すること。
